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チューターの役割について
チューター制度は、宮崎大学に在籍する外国人留学生に対して、指導教員の指導のもとに、宮崎大学が選定したチューターにより、教育・研究について個別の課外指導を行い、留学生の学習・研究効果の向上を図ることを目的とします。

チューター制度の対象となる留学生は、入学後、大学院生は半年間、学部生は２年目までの留学生です。日本語や日本の生活に不慣れな留学生は、不安になること、疑問に思うことも多くあります。チューターは、そのような留学生の相談相手となってください。日常的に留学生に接し、留学生が早く日本の生活に慣れ、勉強や研究に取り組めるように留学生を援助することが必要です。
留学生の種類について
留学生には以下のよう人たちがいます。
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１．学部生・・・これから４年間（又は６年間）宮崎大学で学ぶ留学生

２．大学院生・・・修士は２年間、博士は３年間（医学・獣医学は４年間）学ぶ留学生

　　　　　　　　　この中に、DDP（ダブル・ディグリープログラム）、LP（リンケージ・プログラム）という学生がおり、これらの学生は1年間のみ宮崎大学で学びます。
３．交換留学生・・・協定校から来て、半年間または１年間学ぶ留学生

４．研究生・・・主に大学院に入るために、一定期間学ぶ留学生

５．日研生・・・日本語・日本文化を１年間学ぶ国費留学生
６．教研生・・・本国では学校教員をしている教育のスキルアップを目指す国費留学生
また、奨学金の種類は以下のようなものがあります。
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・国費・・・日本政府からの奨学金

・県費・・・宮崎県からの奨学金

・PEACEプロジェクト、ABEイニシアチブ、Pacific LEADS、JDS・・・
日本国際協力機構（JICA）からの奨学金

・外国政府・・・留学生の出身国の政府からの奨学金

それ以外は、「私費」留学生で、奨学金を各自、日本で応募することになります。ただし、交換留学生は奨学金の応募ができません。
チューターの活動内容
チューターの具体的な役割は、留学生の学習、日本語指導及び日常生活の手助けをすることです。以下に例を挙げていますが、ここに挙げたことをすべてする必要はありません。留学生や指導教員とも相談のうえ、担当留学生に必要なことについてサポートしてください。
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　
	通称
	奨学金
	出迎え
	来日手続
	買物・
携帯契約
	交流・
生活
	研究
・専門
	日本語
	履修支援

	学部生
	学部生
	私費
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎

	
	
	外国政府
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎

	大学
院生
	大学院生
	国費
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	△
	◎

	
	
	私費
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	△
	◎

	
	
	外国政府
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	△
	◎

	
	
	Peace・ABE・等
	×
	×
	◎
	◎
	◎
	△
	◎

	
	
	LP
	×
	×
	◎
	◎
	◎
	△
	◎

	
	教研生
	国費
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	△
	◎

	特別聴講学生
	交換留学生
	私費
	◎
	◎
	◎
	◎
	△
	◎
	◎

	
	日研生
	国費
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎

	研究生
	研究生
	国費
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	△
	△

	
	
	私費
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	△
	△

	
	
	外国政府
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	△
	△

	
	
	Peace・ABE等
	×
	×
	◎
	◎
	◎
	△
	△

	
	県費留学生
	県費
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎
	◎


　　　　　　　　　
◎とても重要　△場合によって　×あまり関係ない
· 渡日時の出迎え

　日本へ初めて来た留学生は、日本の交通事情に不慣れであるため、留学生を宮崎空港または宮交シティまで迎えに行くことが必要な場合があります。指導教員とも相談の上、必要があれば出迎えをお願いします。
[image: image5.png]


　また、渡日後なるべく早く国際連携課及び所属学部の教務・学生支援係で必要な手続を取ってください。留学生によって必要な手続が異なります。
・　日本での生活に必要な来日手続の手伝い　

　留学生は日本で生活するためにさまざまな手続を取らなければなりません。関係機関への案内や、書類の準備などをお手伝いしてください。
	［住所の届け出］
留学生が日本で生活するために、最初にしなければならない手続です。
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［国民健康保険への加入］
留学生が住所登録手続をする際に、一緒に手続をしてください。

［国民年金学生納付特例］
留学生が住所登録の手続をする際に、一緒に手続をしてください。

なお、研究生・特別聴講学生は学生納付特例ではなく一般免除申請です。

［銀行口座開設］
授業料の支払いや、公共料金の支払い、奨学金の振り込み等に必要です。

　

［住居に関すること］  

留学生向けの住居には、①宮崎大学国際交流宿舎、②宮崎大学木花ドミトリー、
③宮崎大学清武ドミトリー、④市営・県営住宅、⑤民間アパートがあります。
留学生渡日前に、自分の担当留学生がどの住居に入居するかを確認しましょう。
住居を探す場合や入居中に起こった問題について留学生から相談されたときには、状況に応じて留学生とともに指導教員または国際連携課に連絡するなどの対応をとってください。


・　その他手続き
［入国管理局での手続］
留学生が日本に滞在するうえで、滞在中の活動に制約・きまりが設けられています。在留期間の更新など、手続を怠ると法律違反になります。留学生がアルバイトをする場合にも一定の手続が必要です。国際連携課へご相談ください。
　

［健康に関すること］
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留学生は、住所登録の手続をする際に、国民健康保険加入の手続をとっています。支払いの請求書が後日届きますので、日本語が読めない留学生の場合はお手伝いをしてあげてください。（コンビニで支払い可能です）
学内の安全衛生保健センターも利用できるよう、案内をしてください。

・　学内で必要な諸手続の手伝い
留学生への大学からの情報は、大学会館及び各学部に掲示します。必ず掲示板を見るよう、掲示板の場所を案内してください。

	［履修登録］担当：学生支援部教育支援課、所属学部の教務・学生支援係
履修登録の仕方、履修する授業について、留学生の相談に乗ってください。履修する授業については、指導教員にも相談しましょう。

［授業料］担当：財務課出納係

授業料の納入の仕方、必要があれば授業料免除の申請書類の書き方や準備について、留学生の相談に乗ってください。授業料免除の申請は学生生活支援課が担当です。期限が厳しく決められていますのでご注意ください。（特に「私費」留学生）
［奨学金関係］担当：国際連携課
　奨学金の申請書類の書き方や準備などについて、留学生の相談に乗ってください。
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［講義や日本語学習の手助け］
　留学生の中には、日本の大学や日本語に慣れていない人も多くいます。留学生が講義や実験、日本語の学習でわからないことがあるときは相談に乗ったり、お手伝いをしたりしてください。

　また、研究室などが同じ人は、担当留学生が指導教員や他の日本人学生、留学生などと協力して研究ができるような環境作りを心がけてください。

［図書館等学内施設の案内］
　図書館や体育館など、学内施設の利用について案内してください。物品の貸し出しは、学生支援部学生生活支援課で行っています。
・　日本文化の理解、日本人学生や他の留学生との交流の手伝い

留学生が日本文化を理解し、他の留学生と交流するため、チューター自身が留学生について理解するためにも、留学生と一緒に留学生関係の各種行事へ参加してみたり、ご飯を一緒に食べたり、宮崎観光に出かけてみたり、チューターと担当留学生だけでなく、友達を多く誘って輪を広げてましょう。
・　その他学生生活や日常生活上の相談相手 
交通機関の案内や、ごみの出し方、買い物など、日常生活に係わるさまざまなことについて、留学生の相談に乗ってください。
· 卒業生・帰国者に対する注意点
	［ガス・電気・電話等の料金支払い・解約関係］

留学生が帰国するときは、公共料金の支払いをすべて済ませ、解約の手続きをすることが必要です。また、住居を退去するときには、備え付けの家具などはそのままに、個人のものは持ち帰る、あるいは処分して、入居した時の状態に戻す必要があります。　　　　　

必要に応じて、留学生の相談に乗ったり、サポートをしてください。
［役所での手続き］

清武総合支所へ行き、転出の届出をします。また、国民健康保険・国民年金の解約手続きを行います。これを怠ると、今後も請求がずっと来てしまいます。忘れずに行いましょう。

［卒業生名簿作成用資料提出］

帰国する留学生へ、国際連携課から名簿作成用の用紙及びアンケートを配布します。帰国する留学生を担当する方は、留学生が国際連携課へ行くように指導してください。配布した資料は帰国する前に国際連携課へ提出させてください。　　


チューター活動に係わる事務手続きについて
チューターにはその活動について謝金（1000円／時間）を支払います。１学期３６時間が活動（謝金支払い）の上限です。（ただし予算の都合により変更になる場合有り）事務手続についての連絡や必要書類の配布は本人、場合によっては指導教員を通じて行います。
　書類は提出期限を守っていただきますよう、お願いいたします。
チューター活動をする上での留意点

留学生は日本とは異なる文化圏から来ています。そのため、日本人と考え方が異なる場

合があります。宗教上の理由から飲酒等、食事などが制限されている留学生もいます。留学生の母国の文化や歴史を理解した上で、留学生と積極的にコミュニケーションをとってください。
　また、金銭の貸し借りや保証人になること、名義貸しは避けましょう。

　チューターが何でもしてあげるのは留学生のためになりません。留学生の希望に従いつつ、留学生が自立して行動できるような活動を行ってください。
　留学生の中には、日本語ができても困ったことを相談・お願いできる友達がいない人もいます。日本人の友達を作りたくても難しいと感じている留学生もいます。留学生も１人の人間です。困ったとき、一緒に解決しようとしてくれる相手に感謝の気持ちを持つと思います。また、定期的に連絡をくれることに誠意を感じる人は多いはずです。みなさんが苦しくならない程度に、声をかけてあげていただければと思います。
困ったときは
チューター活動を行う上で、わからないことや困ったことがあればすぐに相談してください。研究や勉強については担当留学生の指導教員へ、事務手続きについては国際連携課または所属学部の教務・学生支援係へ相談してください。

留学生が問題を抱えたときは、それが大きくなる前に指導教員又は事務担当者へ知らせてください。　

【相談窓口】

　　宮崎大学国際連携課
　　〒889-2192　宮崎市学園木花台西１丁目１番地　　　TEL：0985-58-7134
　　e-mail：ﾁｭｰﾀｰ・留学生相談 ryugaku-s@of.miyazaki-u.ac.jp　
　　　　　　

国際連携センターHP：http://www.of.miyazaki-u.ac.jp/~kokusai/index.html
　　
教育学部　教務・学生支援係（教育学部１階）　　　　　　TEL：0985-58-2890　

医学部学生支援課（医学部１階）　　　　　　　　　　　　TEL：0985-85-9126
　　工学部　教務・学生支援係（工学部１階）　　　　　　　　TEL：0985-58-7979
    農学部　教務・学生支援係（農学部１階）　　　　　　　　TEL：0985-58-7152
　　地域資源創成学部　教務・学生支援係（教育学部１階）　　TEL：0985-58-7847
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